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一
九
九
〇
年
代
に
新
た
に
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
に
加
盟

し
た
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
っ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
後
発
加
盟
国
は
、
そ
の
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
頭
文
字
を
取
っ
て

C
L
M
V
諸
国
と
呼
ば
れ
る
。
一
九
八

〇
年
代
後
半
以
降
、
外
国
直
接
投
資
を

受
け
入
れ
る
こ
と
で
急
速
な
発
展
を
遂

げ
て
き
た
マ
レ
ー
シ
ア
や
タ
イ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
原
加
盟
国
の
国
（々
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
4
）

と
比
べ
る
と
、
C
L
M
V
諸
国
は
一
人

当
た
り
G
D
P
が
低
く
、
産
業
構
造
は

農
業
の
割
合
が
高
く
、
製
造
業
の
割
合

が
高
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
（
表
1
）。

C
L
M
V
諸
国
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
加
盟

し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心
に
日
中
韓
の

三
ヵ
国
を
加
え
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
3
な

い
し
は
そ
れ
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
を
加
え

た
一
六
ヵ
国
で
東
ア
ジ
ア
の
地
域
経
済

統
合
が
進
め
ら
れ
る
な
か
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
原
加
盟
国
と
C
L
M
V
諸
国
と
の
格

差
の
削
減
が
ひ
と
つ
の
大
き
な
課
題
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
C
L
M
V
諸
国
が
こ
う
し
た
Ａ
Ｓ

表1　CLMV諸国とASEAN4の経済指標
面積 人口 人口密度 GDP 1人当りGDP 農林漁業比 製造業比

（Km2） （1,000人）（人/km2） （100万US＄） （US＄） （％） （％）

カンボジア 181,035 14,958 82.6 10,368 693.2 30.5 14.5
ラオス 236,800 5,922 25.0 5,579 942.1 30.0 8.5
ミャンマー 676,577 59,534 88.0 24,973 419.5 43.5 14.1
ベトナム 331,212 87,228 263.4 96,317 1,104.2 22.1 21.1

フィリピン 300,000 92,227 307.4 161,358 1,749.6 14.9 21.0
インドネシア 1,860,360 231,370 124.4 546,527 2,362.1 14.4 27.9
タイ 513,120 66,903 130.4 264,323 3,950.8 8.9 40.1
マレーシア 330,252 28,306 85.7 193,108 6,822.1 10.2 26.3

（注）1）農林漁業比と製造業比はGDPに占める割合を示す。
2）面積〜1人当りGDPの列は2009年の数字、農林漁業比と製造業比は、ミャンマーの数字が2006年のものであるほかは、

2008年の数字を用いている。
（出所）面積〜1人当りGDPの列はASEAN事務局、農林漁業比、製造業比はADBの各ウェブサイトを参照。
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CLMV諸国外国投資誘致のための拠点開発の検討

Ｅ
Ａ
Ｎ
4
の
経
済
発
展
の
経
験
と
、

C
L
M
V
諸
国
の
独
自
性
に
基
づ
き
、

四
ヵ
国
の
外
国
投
資
受
け
入
れ
に
向
け

た
拠
点
開
発
の
動
向
を
追
っ
て
み
た
い
。

●
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
4
の
経
験
＋
α

冒
頭
で
述
べ
た
通
り
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
4

は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
外
国

投
資
受
け
入
れ
を
通
じ
、
急
速
な
経
済

発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
こ
う
し
た
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
4
の
な
か
で
、
外
国
投
資
を

受
け
入
れ
て
き
た
地
域
を
み
る
と
、
実

は
各
国
と
も
限
ら
れ
た
地
域
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（
図
1
）。ま
ず
、

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

近
郊
の
ク
ラ
ン
バ
レ
ー
と
呼
ば
れ
る
地

域
、
ペ
ナ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
対
岸

に
位
置
す
る
ジ
ョ
ホ
ー
ル
な
ど
半
島
部

の
西
海
岸
の
諸
都
市
で
、
多
く
の
外
国

投
資
を
受
け
入
れ
て
い
る
。タ
イ
で
は
、

バ
ン
コ
ク

近
郊
の
ア

ユ
タ
ヤ
周

辺
と
東
部

臨
海
工
業

地
帯
と
呼

ば
れ
る
地

域
と
、
タ

イ
北
部
最

大
の
都
市

チ
ェ
ン
マ

イ
近
郊
の

ラ
ン
プ
ー

ン
が
挙
げ

ら
れ
よ

う
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア

で
は
、ジ
ャ

カ
ル
タ
近

郊
の
ブ
カ

シ
、
さ
ら

に
そ
の
遠
方
の
カ
ラ
ワ
ン
、
ス
ラ
バ
ヤ

近
郊
の
パ
ス
ル
ワ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
近
い
バ
タ
ム
島
が
、
そ
し
て
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
は
マ
ニ
ラ
近
郊
の
ラ
グ
ナ
お
よ

び
カ
ビ
テ
、
セ
ブ
島
と
い
っ
た
地
域
が

そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
地

域
は
、
港
湾
と
の
距
離
が
近
く
、
人
口

の
多
い
大
都
市
近
郊
で
あ
る
た
め
労
働

力
の
調
達
が
容
易
で
あ
る
と
い
っ
た
点

で
共
通
し
て
い
る
。
唯
一
例
外
な
の
が

タ
イ
の
ラ
ン
プ
ー
ン
県
で
、
同
県
は
バ

ン
コ
ク
近
郊
の
港
湾
か
ら
約
七
〇
〇
キ

ロ
離
れ
て
い
る
。
港
湾
に
近
く
、
人
口

が
多
い
大
都
市
と
い
う
地
理
的
な
優
位

性
に
加
え
、
こ
う
し
た
地
域
で
は
工
業

団
地
が
立
地
さ
れ
、
港
湾
や
主
要
都
市

を
結
ぶ
高
速
道
路
や
送
電
網
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
外
国
投
資
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

港
湾
に
近
く
、
人
口
が
多
い
大
都
市

と
い
う
条
件
を
C
L
M
V
諸
国
に
あ
て

は
め
て
よ
う
と
す
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム

ホ
ー
チ
ミ
ン
近
郊
な
ど
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
た
だ
し
、
例
え
ば
内
陸
国
ラ
オ

ス
に
と
っ
て
は
、
港
湾
は
タ
イ
な
い
し

ベ
ト
ナ
ム
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
こ

れ
ま
で
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
A
D
B
）

の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
下
で
進
め
ら
れ

て
き
た
大
メ
コ
ン
圏
（
G
M
S
）
経
済

協
力
で
は
、
越
境
道
路
イ
ン
フ
ラ
を
中

心
に
東
西
、
南
北
、
南
部
の
三
つ
の
経

済
回
廊
が
整
備
さ
れ
て
き
た
点
に
は
留

意
が
必
要
で
あ
る
。
越
境
道
路
イ
ン
フ

ラ
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
隣
国
の
港
湾

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
が
容
易
に
な

る
一
方
、
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
支
援
す
る

た
め
に
主
要
幹
線
道
路
の
交
差
点
で
ド

ラ
イ
・
ポ
ー
ト
を
建
設
し
た
り
、
他
方

で
国
境
地
域
に
工
業
団
地
や
経
済
特
別

区
（
Ｓ
Ｅ
Ｚ
）
を
設
立
す
る
動
き
が
す

で
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。し
た
が
っ
て
、

C
L
M
V
諸
国
の
外
国
投
資
誘
致
の
た

め
の
拠
点
開
発
を
考
え
て
い
く
場
合
、

①
大
都
市
、
②
港
湾
、
③
国
境
、
④
幹

線
道
路
の
交
差
点
、
な
ど
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
4
の
経
験
＋
α
」
が
重
要
に
な
る
。

実
の
と
こ
ろ
、
G
M
S
経
済
協
力
で
経

済
回
廊
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
打
ち
出
さ
れ

た
後
、
東
西
経
済
回
廊
の
事
前
投
資
調

査
で
は
、
こ
れ
ら
は
拠
点
開
発
の
四
要

素
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
で

は
、
C
L
M
V
各
国
の
主
要
都
市
の
人

口
や
人
口
密
度
、
所
得
水
準
な
ど
（
表

2
）
を
も
と
に
、
各
国
の
拠
点
開
発
の

現
状
と
今
後
の
可
能
性
を
述
べ
て
い
く

こ
と
と
し
た
い
。

●
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｚ

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン

は
、
人
口
が
一
三
〇
万
人
余
り
、
首
都

図1．ASEANの主要生産拠点及び港湾都市

ハノイ

マニラ

ビエンチャン

ホーチミン

バベット

ポイペト

プノンペン

シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル

バンコク

ヤンゴン

マンダレー

ムセタム

クアラルンプール

ジャカルタ
スラバヤ

中      国

ブルネイ

シンガポール
ジョホール

カビテ
ラグナ

セブ
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東
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臨
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工
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地
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サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
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フ
ィ
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ピ
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　　インドネシア

マレーシア

カンボジア

ベ
ト
ナ
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ラオス
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を
囲
む
カ
ン
ダ
ー
ル
州
を
合
わ
せ
る
と

二
六
〇
万
人
も
の
人
口
集
積
が
あ
り
、

日
本
や
欧
米
向
け
の
一
般
特
恵
関
税

（
G
S
P
）が
適
用
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、

中
国
や
ア
ジ
ア
N
I
E
S
か
ら
の
縫
製

品
や
履
物
へ
の
外
国
投
資
が
多
い
。
た

だ
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
唯
一
の
海
港
シ
ハ

ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
と
は
二
三
〇

キ
ロ
離
れ
て
い
る
点
、
市
内

の
プ
ノ
ン
ペ
ン
港
は
メ
コ
ン

河
の
河
川
港
で
あ
り
、
筏
に

コ
ン
テ
ナ
を
載
せ
た
バ
ー
ジ

船
が
主
体
で
あ
る
点
に
は
留

意
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
、

プ
ノ
ン
ペ
ン
港
の
第
二
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
中
国
政
府
が
支

援
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
て
お

り
、
同
港
の
輸
送
力
拡
大
も

今
後
は
見
込
ま
れ
る
。
最
低

賃
金
は
生
活
手
当
を
含
め

五
六
ド
ル
（
二
〇
一
〇
年
一

〇
月
か
ら
六
一
ド
ル
に
引
き

上
げ
予
定
）
と
地
域
に
よ
っ

て
七
四
ド
ル
に
も
な
る
ベ
ト

ナ
ム
よ
り
は
低
い
が
、
労
働

組
合
の
賃
上
げ
要
求
が
活

発
で
あ
る
ほ
か
、
筆
者
ら
が

東
ア
ジ
ア
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経

済
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
）の
二
〇
〇
八
年
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
行
っ
た
調
査
で

は
労
働
者
の
教
育
水
準
も
ワ
ー
カ
ー
の

四
九
％
が
中
卒
未
満
と
周
辺
国
と
比
べ

て
も
そ
の
教
育
水
準
は
低
い
。
電
力
に

つ
い
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
送
電
に

よ
り
停
電
は
相
当
減
少
し
た
と
の
声
が

聞
か
れ
る
一
方
、
電
力
価
格
が
一
六
セ

ン
ト
と
周
辺
国
の
二
倍
前
後
の
水
準
で

あ
る
。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
三
月
一

〇
日
よ
り
ジ
ェ
ト
ロ
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
事

務
所
が
開
設
さ
れ
る
一
方
、
Ｓ
Ｅ
Ｚ
内

通
関
な
ど
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ

ス
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
力
シ
ス
テ
ム
を

兼
ね
備
え
た
プ
ノ
ン
ペ
ン
Ｓ
Ｅ
Ｚ
が
二

〇
〇
七
年
に
竣
工
し
て
い
る
な
ど
、
投

資
環
境
も
改
善
の
方
向
に
あ
る
。

　

シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
最
大
の
港
湾
を
擁
す
る
都
市
で
、
水

深
一
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
バ
ー
ス
が
日

本
の
援
助
で
二
〇
〇
七
年
か
ら
稼
働
し

て
い
る
。
ま
た
、
中
国
が
支
援
す
る
シ

ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
第
二
S
E
Z
が
す
で
に

操
業
を
開
始
し
て
い
る
ほ
か
、
港
湾
に

隣
接
し
た
地
域
に
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港

Ｓ
Ｅ
Ｚ
が
日
本
の
援
助
で
、
港
湾
か
ら

二
〇
キ
ロ
程
離
れ
た
地
域
に
ス
タ
ン
・

ハ
ブ
Ｓ
Ｅ
Ｚ
も
建
設
さ
れ
て
い
る
。
シ

ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
は
臨
海
部
で
鉄
鋼
や
化

学
な
ど
重
工
業
に
適
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
が
、
電
力
料
金
が
プ
ノ
ン
ペ
ン

と
同
様
に
高
い
た
め
、
玩
具
・
文
房
具
、

組
立
機
械
部
品
な
ど
の
労
働
集
約
的
工

業
に
適
し
て
い
る
と
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル

港
Ｓ
Ｅ
Ｚ
の
担
当
者
は
話
し
て
い
た
。

ま
た
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
市
は
人
口
が

二
〇
万
人
と
必
ず
し
も
多
い
市
で
は
な

く
、
こ
れ
ら
の
Ｓ
Ｅ
Ｚ
で
企
業
が
操
業

す
る
場
合
は
、
他
地
域
か
ら
の
労
働
者

の
移
住
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
た
め
の

住
宅
供
給
が
必
要
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
前
述
の
よ
う
に

電
力
料
金
が
相
対
的
に
高
い
こ
と
か

ら
、
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
隣
国
の
電

力
が
使
用
で
き
る
タ
イ
と
の
国
境
の
ポ

イ
ペ
ト
や
ベ
ト
ナ
ム
と
の
国
境
の
バ

ベ
ッ
ト
な
ど
で
Ｓ
Ｅ
Ｚ
の
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
バ
ベ
ッ
ト

で
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
Ｓ
Ｅ
Ｚ
と
タ
イ
セ

ン
・
バ
ベ
ッ
ト
Ｓ
Ｅ
Ｚ
が
す
で
に
稼
働

し
て
い
る
。
電
力
料
金
は
そ
れ
ぞ
れ
一

二
・
六
セ
ン
ト
と
一
五
セ
ン
ト
と
プ
ノ

ン
ペ
ン
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
。
加
え

て
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
タ
ン
ソ
ン
ニ
ャ
ッ

ト
空
港
ま
で
が
六
五
キ
ロ
、
サ
イ
ゴ
ン

港
か
ら
八
〇
キ
ロ
の
距
離
で
、
越
境
に

よ
る
港
湾
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
。つ
ま
り
、

国
境
に
立
地
す
る
こ
と
で
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
G
S
P
制
度
や
安
価
な
労
働
力
な

ど
後
発
開
発
途
上
国
の
良
い
面
と
、
相

対
的
に
安
価
な
電
力
と
良
好
な
港
湾
な

ど
中
進
国
に
近
づ
く
ベ
ト
ナ
ム
の
良
好

な
イ
ン
フ
ラ
の
「
い
い
と
こ
取
り
」
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｅ

Ｚ
内
の
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス

に
よ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
側
の
通
関
も
行
え

る
た
め
国
境
で
の
検
問
も
な
い
ほ
か
、

輸
出
入
関
連
書
類
の
提
出
な
ど
で
プ
ノ

ン
ペ
ン
に
出
向
く
必
要
も
な
く
、
手
続

き
の
ほ
と
ん
ど
を
Ｓ
Ｅ
Ｚ
内
で
終
え
ら

れ
る
。た
だ
、バ
ベ
ッ
ト
の
あ
る
ス
バ
ー

表2　拠点として紹介する地方自治体の主要経済指標と港湾との距離
国 面積

（1,000km2）
人口

（1,000人）
人口密度

（人/km2）
1人当りGRP

（US＄）
GRP

（100万US＄）
主要利用港湾とその距離

（km）

プノンペン C 290.0 1,325.7 4,571.3 シハヌークビル港3） 230
シハヌークビル C 868.0 199.9 230.3 市内
スバーイリアン4） C 2966.0 482.8 162.8 サイゴン港等 80
サワンナケート L 21,774.0 842.3 38.7 529.0 454.8 クロントイ港5） 673
ビエンチャン L 3,920.0 788.9 181.6 1,301.8 1,026.9 クロントイ港5） 650
ヤンゴン M 10,170.0 6,460.0 635.2 274.8 1,775.4 市内
マンダレー M 37,021.3 7,739.0 209.0 169.3 1,310.1 ヤンゴン港 658
タニンダーイ4） 43,328.0 1,562.0 36.1 190.3 297.2 管区内
ホーチミン V 2,095.2 6,107.8 2,909.9 1,110.4 6,782.1 市内
ハノイ V 921.0 3,236.4 3,510.2 787.8 2,549.6 ハイフォン港 100
ダナン V 1,255.5 789.8 628.3 640.0 505.5 市内

（注）1）カンボジアの面積〜GRPの列の数字の観測年は、それぞれカンボジアが2008年、ラオスが2006年度、ミャンマーが2004年度、ベト
ナムが2006年となっている。

2）ミャンマーの1人当りGRPおよびGRPは家計調査の支出の数字から計算している。
3）プノンペン市内およびカンダール州の企業はプノンペン港も利用する。
4）スバーイリアン州はバベット、タニンダーイ管区はダウェーがそれぞれ存在する。
5）クロントイ港はバンコク市内の港湾で、レムチャバン港までの距離はサワンナケートから725km、ビエンチャンから687kmである。
6）港湾までの距離は地図など様々な情報に基づいて作成しており、厳密なものではない。

（出所）各国の統計年報などをもとに筆者作成。
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CLMV諸国外国投資誘致のための拠点開発の検討

イ
リ
ア
ン
州
の
人
口
が
四
八
万
人
で
あ

る
点
を
考
え
る
と
、
大
都
市
工
業
地
域

に
な
る
よ
り
、
あ
る
程
度
の
規
模
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
よ
う
に

思
え
る
。

●
拠
点
開
発
に
も
棲
み
分
け
が
必
要

ラ
オ
ス
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
同
様
、

欧
州
や
日
本
な
ど
で
G
S
P
が
適
用
さ

れ
、
最
低
賃
金
も
約
四
五
ド
ル
と
安
価

な
た
め
、
小
規
模
な
が
ら
縫
製
業
や
家

具
な
ど
の
外
国
投
資
が
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン

な
ど
で
徐
々
に
増
え
て
い
る
。
た
だ
、

内
陸
国
の
た
め
、
輸
出
入
に
は
タ
イ
な

ど
と
の
国
際
国
境
ゲ
ー
ト
が
重
要
拠
点

と
な
る
。

　

ラ
オ
ス
で
最
も
人
口
の
多
い
県
は
サ

ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
で
、
そ
の
人
口
は
八

四
万
人
で
あ
る
。同
県
の
カ
イ
ソ
ー
ン
・

ポ
ム
ビ
ハ
ー
ン
郡
に
は
、
東
西
経
済
回

廊
の
タ
イ
と
の
国
境
に
架
か
る
第
二
メ

コ
ン
国
際
橋
が
あ
り
、
同
地
区
を
サ
ワ

ン
地
区
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
国
境

ゲ
ー
ト
か
ら
東
西
経
済
回
廊
を
三
〇
キ

ロ
程
行
く
と
、
ラ
オ
ス
を
メ
コ
ン
河
沿

い
に
縦
断
す
る
国
道
一
三
号
線
と
交
差

し
、
同
地
区
を
セ
ノ
ー
地
区
と
呼
ん
で

い
る
。
こ
の
サ
ワ
ン
・
セ
ノ
ー
地
区
が

二
〇
〇
二
年
以
降
経
済
特
別
区
に
指
定

さ
れ
、
両
地
区
を
挟
む
三
つ
の
サ
イ
ト

で
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
で
も
、
一
九
九

〇
年
代
か
ら
五
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

工
業
区
を
開
発
す
る
計
画
が
上
が
っ
て

い
る
。
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
は
、
市
街

地
か
ら
南
東
方
向
に
三
〇
キ
ロ
程
行
く

と
、
タ
イ
と
の
国
境
の
第
一
メ
コ
ン
友

好
橋
が
あ
る
。
一
方
、
市
街
地
か
ら
北

東
方
向
に
は
国
道
一
三
号
線
が
伸
び
、

同
国
道
は
そ
の
後
南
東
方
向
に
向
き
を

変
え
、
南
部
の
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
や
パ

ク
セ
な
ど
の
都
市
と
結
ぶ
。
こ
の
国
道

一
三
号
線
と
友
好
橋
と
の
間
を
未
舗
装

の
道
路
が
繋
い
で
い
た
が
、
そ
の
沿
道

は
工
業
区
と
し
て
一
部
の
企
業
が
す
で

に
立
地
を
始
め
て
い
る
。
未
舗
装
の
道

路
も
整
備
が
進
み
、
二
〇
一
〇
年
が
ビ

エ
ン
チ
ャ
ン
遷
都
か
ら
四
五
〇
年
に
な

る
と
の
こ
と
で
、
一
三
号
線
と
友
好
橋

を
結
ぶ
「
四
五
〇
年
道
路
」
の
開
発
が

ほ
ぼ
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

ラ
オ
ス
は
、
国
全
体
の
人
口
が
五
九

二
万
人
と
相
対
的
に
少
な
く
、
か
つ
人

口
が
国
全
体
で
分
散
し
て
い
る
傾
向
が

強
い
。
こ
の
た
め
、
拠
点
開
発
を
し
て

い
く
場
合
、複
数
箇
所
の
設
置
に
よ
り
、

労
働
力
の
集
積
を
さ
ら
に
分
散
さ
せ
る

こ
と
は
避
け
た
方
が
良
い
と
の
声
が
聞

か
れ
る
。
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
の
人
口
規

模
は
最
大
で
あ
る
が
、
し
か
し
人
口
密

度
で
み
る
と
一
キ
ロ
四
方
に
三
九
人
で

あ
る
。
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
は
人
口
で

は
七
一
万
人
と
国
内
で
二
位
で
あ
る

が
、
人
口
密
度
は
同
一
八
二
人
と
サ
ワ

ン
ナ
ケ
ー
ト
県
の
四
・
七
倍
に
も
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
ラ
オ
ス
の
工
業
化
を
考

え
る
場
合
、
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
集
中
さ

せ
、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
は
東
西
経
済
回

廊
と
国
道
一
三
号
線
が
交
差
す
る
こ
と

か
ら
物
流
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
一

方
、
豊
富
な
土
地
資
源
を
農
業
な
ど
の

開
発
に
利
用
し
て
い
く
「
棲
み
分
け
」

が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
実

際
、
サ
ワ
ン
・
セ
ノ
ー
Ｓ
Ｅ
Ｚ
は
土
地

の
借
用
期
間
が
最
長
の
七
五
年
が
認
め

ら
れ
る
一
方
、
三
〇
年
以
上
借
用
す
る

投
資
家
に
は
一
二
年
間
土
地
代
を
免
除

す
る
と
の
条
項
が
Ｓ
Ｅ
Ｚ
特
別
法
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

●
望
ま
れ
る
大
幅
な
投
資
環
境
改
善

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ヤ
ン
ゴ
ン
と
マ
ン
ダ

レ
ー
は
、
人
口
が
そ
れ
ぞ
れ
六
四
六
万

人
、
七
七
四
万
人
と
ほ
か
の
地
域
と
比

べ
て
も
高
い
水
準
に
あ
り
、
大
都
市
と

位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
ヤ
ン

ゴ
ン
に
は
ヤ
ン
ゴ
ン
港
や
近
郊
に
は

テ
ィ
ラ
ワ
港
が
あ
り
、「
港
湾
に
近
い
大

都
市
」
と
い
う
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
4
の
経
験

則
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。ま
た
、
マ

ン
ダ
レ
ー
は
、
ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら
約
六
六

〇
キ
ロ
離
れ
て
い
る
が
、
中
国
と
の
国

境
の
あ
る
ム
セ
か
ら
約
四
〇
〇
キ
ロ
程

度
の
距
離
に
あ
り
、
最
大
の
貿
易
相
手

国
で
あ
る
中
国
と
ヤ
ン
ゴ
ン
と
の
間
で

物
資
を
搬
送
す
る
際
の
中
継
点
と
位
置

付
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
道
路
の
状
態
こ

そ
わ
か
ら
な
い
が
、
地
図
上
で
み
る
限

り
、
イ
ン
ド
と
の
国
境
タ
ム
ま
で
は
四

三
三
キ
ロ
と
の
こ
と
で
、
将
来
的
に
は

イ
ン
ド
と
中
国
と
の
陸
路
の
中
継
点
に

な
る
と
話
す
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
も
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
ア
ン
ダ
マ
ン
海
に
面
し

た
ダ
ウ
ェ
ー
が
深
海
港
に
な
り
得
る
と

の
こ
と
で
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
特

に
、
タ
イ
か
ら
の
ダ
ウ
ェ
ー
へ
の
越
境

輸
送
が
実
現
す
れ
ば
、
バ
ン
コ
ク
か
ら

南
ア
ジ
ア
、
中
東
、
欧
州
向
け
の
物
資

は
マ
レ
ー
半
島
を
回
る
時
間
的
ロ
ス
を

克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
タ
イ

の
開
発
業
者
や
工
業
団
地
な
ど
が
強
い

関
心
を
示
し
て
い
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
賃
金
水
準
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
や
ラ
オ
ス
よ
り
さ
ら
に
安
価
と
さ

れ
、
欧
米
諸
国
は
同
国
の
一
般
特
恵
関

税
適
用
（
G
S
P
）
を
認
め
て
い
な
い

も
の
の
、
日
本
や
韓
国
な
ど
三
〇
ヵ
国

は
適
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
状
況
に
関
し
て
は
、
ヤ
ン
ゴ
ン

近
郊
の
工
業
団
地
で
一
日
の
停
電
時
間

が
三
時
間
か
ら
五
時
間
で
、
自
家
発
電

機
を
稼
働
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
声
が

聞
か
れ
る
一
方
、
携
帯
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
環
境
も
、
コ
ス
ト
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が
高
く
、
繋
が
り
難
い
と
の
声
が
聞
か

れ
る
。
さ
ら
に
、
水
深
九
メ
ー
ト
ル
の

河
川
港
で
あ
る
ヤ
ン
ゴ
ン
港
も
、
潮
の

干
満
で
上
流
か
ら
潮
流
が
発
生
す
る
時

間
帯
は
、
航
行
を
半
日
程
度
待
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
障
害
も
あ
る
。
加

え
て
、
輸
入
す
る
際
の
外
貨
は
輸
出
で

得
た
外
貨
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ど
の
規
制
も
存
在
す
る
。

Ｓ
Ｅ
Ｚ
や
工
業
団
地
は
、
こ
う
し
た

後
発
開
発
途
上
国
の
厳
し
い
投
資
環
境

を
、一
定
の
エ
リ
ア
で
区
切
る
こ
と
で
、

エ
リ
ア
の
外
と
は
異
な
る
良
好
な
投
資

環
境
を
供
与
す
る
こ
と
の
で
き
る
仕
組

み
で
あ
る
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
す
で

に
工
業
団
地
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
電
力
供
給
や
ワ

ン
・
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ

て
い
る
と
の
話
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な

い
。
逆
に
、
通
常
の
地
域
と
は
異
な
っ

た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
イ
ン
フ
ラ
を
提

供
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｚ
や
工
業
団
地
が
で
き
れ

ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
投
資
環
境
は
大
幅

に
改
善
す
る
と
い
え
よ
う
。

●
大
都
市
イ
ン
フ
ラ
・
労
働
力
確
保
が
鍵

ベ
ト
ナ
ム
は
、
人
口
八
〇
〇
〇
万
人

を
越
え
、
沿
岸
部
の
長
い
国
で
あ
り
、

港
湾
に
近
い
大
都
市
と
い
う
条
件
を
兼

ね
備
え
た
地
域
は
北
部
と
南
部
そ
れ
ぞ

れ
に
存
在
す
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
ハ

ノ
イ
市
や
港
湾
都
市
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
、

そ
の
間
の
ハ
イ
ズ
オ
ン
省
や
ハ
ノ
イ
の

北
の
バ
ク
ニ
ン
省
な
ど
の
北
部
地
域
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
や
ド
ン
ナ
イ
省
、
ビ
ン

ズ
オ
ン
省
と
い
っ
た
南
部
地
域
で
は
、

輸
出
加
工
区
や
工
業
団
地
が
林
立
し
、

す
で
に
多
く
の
外
国
投
資
を
受
け
入
れ

て
い
る
。
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
都
市
で

は
、
集
積
し
た
産
業
の
需
要
に
対
し
、

労
働
力
の
供
給
や
道
路
イ
ン
フ
ラ
、
外

国
人
駐
在
員
用
住
宅
な
ど
の
供
給
が
追

い
付
か
ず
、
交
通
渋
滞
や
労
賃
の
高
騰

を
招
い
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ハ
ノ
イ
お
よ
び
ホ
ー
チ
ミ

ン
と
そ
れ
ら
の
近
郊
都
市
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
も
こ
こ
に
き
て
進
展
さ
れ
て
き
て

い
る
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
最
大
水
深
一

〇
メ
ー
ト
ル
程
の
サ
イ
ゴ
ン
港
な
ど

ホ
ー
チ
ミ
ン
の
港
湾
施
設
は
、
拡
大
す

る
輸
送
需
要
に
対
応
し
き
れ
な
い
と
の

懸
念
が
こ
れ
ま
で
い
わ
れ
て
い
た
。
こ

う
し
た
懸
念
を
払
拭
し
た
の
が
、
ホ
ー

チ
ミ
ン
か
ら
一
〇
〇
キ
ロ
程
離
れ
た
バ

リ
ア
・
ブ
ン
タ
ウ
省
の
テ
ィ
ー
バ
イ
・

カ
イ
メ
ッ
プ
港
で
あ
る
。
上
流
の

テ
ィ
ー
バ
イ
川
と
下
流
の
カ
イ
メ
ッ
プ

川
の
水
深
は
深
い
と
こ
ろ
で
一
九
メ
ー

ト
ル
も
あ
り
、
大
型
貨
物
船
の
入
港
が

可
能
な
水
深
一
四
メ
ー
ト
ル
の
港
湾
建

設
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
湾

口
部
に
浅
瀬
が
あ
っ
た
た
め
開
発
が
進

ま
な
か
っ
た
が
、
日
本
の
O
D
A
で
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

を
行
っ
た
こ
と
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

や
香
港
な
ど
世
界
の
コ
ン
テ
ナ
・
タ
ー

ミ
ナ
ル
会
社
が
ベ
ト
ナ
ム
企
業
と
合
弁

を
組
む
こ
と
で
投
資
が
活
発
化
し
、
二

〇
〇
九
年
以
降
い
く
つ
か
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
が
操
業
を
開
始
し
て
い
る
。
テ
ィ
ー

バ
イ
・
カ
イ
メ
ッ
プ
港
は
、
香
港
と
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
直
線
で
結
ん
だ
際
の
線

上
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
の
立
地
条
件

の
良
さ
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
新
た
な
ハ

ブ
港
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
他

方
、
水
深
が
八
メ
ー
ト
ル
と
の
こ
と
で

小
型
貨
物
船
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い

ハ
イ
フ
ォ
ン
港
も
輸
送
需
要
の
増
加
に

対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と
の
声
が

聞
か
れ
、
現
在
ラ
ク
フ
ェ
ン
港
の
開
発

が
案
件
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
と
ハ
ノ
イ
で
は
外

環
道
路
の
建
設
、
地
下
鉄
や
高
架
鉄
道

な
ど
都
市
鉄
道
の
建
設
も
進
め
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
、
労
働
力
の
確
保
は
依
然

と
し
て
困
難
な
よ
う
で
あ
る
。

　

ハ
ノ
イ
や
ホ
ー
チ
ミ
ン
近
郊
で
労
働

力
の
確
保
が
困
難
と
さ
れ
る
な
か
、
ベ

ト
ナ
ム
中
部
の
都
市
ダ
ナ
ン
市
が
外
国

企
業
の
投
資
受
け
入
れ
に
熱
心
で
あ

る
。
テ
ィ
エ
ン
サ
港
は
水
深
一
二
メ
ー

ト
ル
の
海
港
で
、
港
湾
ア
ク
セ
ス
道
路

も
日
本
の
O
D
A
で
整
備
さ
れ
て
い

る
。
市
内
に
は
工
業
団
地
が
六
ヵ
所
程

立
地
さ
れ
、
そ
の
う
ち
数
ヵ
所
は
す
で

に
売
却
が
済
ん
で
い
る
も
の
も
あ
る
。

た
だ
、
同
市
は
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
環
境
汚
染
の
原
因
と

な
る
企
業
の
投
資
は
で
き
な
い
。

●
お
わ
り
に

　

C
L
M
V
諸
国
は
、
イ
ン
フ
ラ
が
十

分
整
備
さ
れ
て
い
な
い
、
輸
出
入
や
投

資
認
可
手
続
き
に
多
く
の
時
間
と
コ
ス

ト
が
か
か
る
な
ど
、
投
資
環
境
は
ま
だ

万
全
と
は
い
え
な
い
。
工
業
団
地
や
Ｓ

Ｅ
Ｚ
は
、
そ
の
エ
リ
ア
を
区
切
っ
た
限

ら
れ
た
地
域
で
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
状
況

を
改
善
す
る
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
強

化
す
る
、
な
い
し
は
諸
手
続
き
の
簡
素

化
を
可
能
に
も
す
る
。
そ
の
意
味
で
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
Ｓ
Ｅ
Ｚ
が
あ
る
程
度
成

功
を
収
め
つ
つ
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

ベ
ト
ナ
ム
も
、
こ
れ
ま
で
触
れ
な
か
っ

た
が
、
工
業
団
地
に
は
病
院
な
ど
と
も

に
優
先
的
に
電
力
供
給
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
工
業
団
地
の
内
と
外
で

停
電
に
対
す
る
評
価
も
異
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が

C
L
M
V
諸
国
全
体
で
進
み
、
さ
ら
な

る
外
国
投
資
の
受
け
入
れ
が
進
む
こ
と

が
望
ま
れ
よ
う
。

（
い
し
だ　

ま
さ
み
／
ジ
ェ
ト
ロ
・
バ
ン

コ
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
）




